
［標準様式例7-2］

契 約 変 更 年 月 日 令和8年9月14日

契 約 業 者 名 応用地質（株）　東京支社

契 約 業 者 の 住 所 埼玉県さいたま市北区土呂町２丁目６１番５号

業 務 の 名 称 Ｒ７・Ｒ８小武川・尾白川地下水影響調査業務

業 務 場 所 富士川砂防事務所管内

業 種 区 分 地質調査業務

業 務 概 要

履 行 期 間 （ 自 ） 令和7年9月13日

履 行 期 間 （ 至 ） 令和8年9月30日

変 更 前 の 契 約 金 額 ７４，０９６，０００円（税込み）

変 更 金 額 　　　６１６，０００円（税込み）

変 更 後 の 契 約 金 額 ７４，７１２，０００円（税込み）

変 更 理 由

（第１回、最終）契約変更の内容

（変更した内容について記
述する）

１．水文調査
    地下水位調査、流量調査、水質測定について、各項目の数量を変更（増・現）

２．水利用実態調査
　　井戸に関する情報の整理及び抽出された井戸の調査（新規追加）

３．水文調査の合理化検討
　　水文調査について、合理化を図るための検討（新規追加）

１．水文調査
    地下水位調査、流量調査、水質測定について、測定箇所の精査、現地状況により
　測定できなかった箇所があるため、各項目の数量を変更（増・現）する。

２．水利用実態調査
　　現在行われている水文調査が、Ｈ２５年度の水利用実態調査（井戸の調査）を基
　に実施されているため、Ｈ２５年度以降に新設された井戸等の漏れが無いよう、井
　戸に関する情報の整理及び抽出された井戸の調査を、新規に追加する。

３．水文調査の合理化検討
　　過年度業務におけるシミュレーション結果による床固工群の工事による影響度
　や、井戸の重要性等により、調査地点・回数等を調整し、工事による影響調査の
　目的・水準は維持しつつ、全体的な合理化を図るため、その検討を新規に追加す
　る。

４．履行期間
    履行期間については、現契約の通り令和８年９月３０日までとする。


